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5. 才オチョウバエ TTelmatoscopusatbL'punctatuSWilliStOn成虫の数種殺虫剤に対する

感受性について 林 見史･廿日出正突 く大正製薬株式会社研究部 防虫科学研究室 東京都出E3区)

45.3.lo受埋

放近. オオチョウバ工が不快召虫として問題になっているが,駆除方法についての研究がなされ

ていないので韮礎的な実験を行なった.

オオチョウバェの成虫を駆除する場合,油剤の厄接唄宗法によるならばpyrethrinsが虫も効果的
で,DDVPがこれに準ずるものであることが明らかになった.残留噴霧法によるならばDDVP.

Diazinonが瓜も効米的で,pyrethrinsがこれに準ずることがわかった.

また,オオチョウバェの発生瞭ならびに棲息場所からみて,DDVP樹脂恭散剤の効果の高いこと

がわかった.

オオチョウバェ Tetmatosco♪usaLbfpunctatus

Williston幼虫の殺虫剤感受性については林ら(1969)2)

の報告があるが,成虫についての報告は少ない.著者

らは,これらの駆除対照をたてる目的で基礎的な実験

を行ない,知見を柑たので報告する.

本文に入るに際し,御指将をいただいた神奈川県荷

生研死所の殺谷frJ樹脚士に御礼申し上げる.また,研

究に際し,拭 御々成定をいただいた当il:の7;協取締役
井川俊一帖士,研究部長田中一郎将士に謝意を表する.

Ⅰ. 実験材料および方法

供拭昆虫 実験に もちいたオオチ ョウバエ

TelmatoscoL)usalbiLTunciaiusWillistonは1968年11

月に神奈川県締生研究所より譲渡をうけ,その後.当

研究室において杯ら(1969)2)の記載した方法で累代飼

ffrllの羽化後2日から3日目の成虫である.

38

供試薬剤 実験に もちいた殺虫剤は DDVP,

Baytex,Diazinon,Malatbion,Sumithion.㍗-B‖C,

Allethrin,pyrethrins,Phthalthrin,および IBTA

の10種現で,いずれも工業用純度の原体であろ.

実験方法 実験は (I)0.5m8箱型装置法.(2)5i紙は

触法,(3)局所鮎用法の3方法で行なった.

(1)0.5m8箱型装置法 :林ら (1968)1)によって詳

細が報告されている方法で,エアゾール製剤とDDVP

樹脂煮散剤の実験を行なった.

失政にもちいたエアゾールは pyrethroids系では

0.2%,有機憐剤.有機城東剤は0.5%,IBTAは2.0

% の氾皮で もっとも皿'f7gの方法で調製されたもので

ある.

DDVP樹脂苅散剤 (1枚中にDDVPが 5%含まれ

ている製品)は 1m3に1枚,3m8に1枚,6mSに1
枚.の3薬虫で失験を行なった.実験は 0.5m3箱型
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装置内に所定の大きさに切った検体を10分間つるし･

これを取り出した後に供試虫を放って時間一致落下仰

転率を観察した.いずれも25㌧ 28oCの条件下で実

施した.

(2)折紙接触法 :実験はアセトンで所定濃度に調製

した供試薬剤を垣径 9cmX高さ2cmのシャーレ底面

に折紙をしき,それに 0.5mLあて滴下し,所定時間

風乾した象 供試虫を接触せしめ時間一致落下仰転率

および24時間後の致死率を観察した.

(3)局所施用法:実験はアセトンで所定濃度に稀釈

した薬剤をオオチ,ウバエ成虫の胸部背板に微量注射

群で 0.37FLLあて滴下し,24時間後の致死率を観察し

て LD6｡位を求めた.

ⅠⅠ. 実験結果および考察

オオチ;ウバエ成虫に対する各種エアゾール剤の効

掛 ま耶 1表に記載 した如 くである.殺虫効力は

pyrethrins)Phthalthrin)Allethrin)Diazinon〉

DDVP〉2.0% IBTA+2.0% S-421〉γ-BHC)

Malathion)Baytex)Sumithion)2.0%IBTA+2･0

%p.butoxide,の旧に低下し,pyrethroids系殺虫に

高い感受性をもつことが明らかになった･このことは

放近,有機駐宗系殺虫剤のIiB性が問題になっているが,

今後の駆除対‡掛こ示唆を与えるものと考える.すでに,

オオチョウバエ幼虫に対してはBaytex,Diazinonが

効果的であることが林ら(1969)2)によって明らかにさ

れているが,成虫に対する速効性を押捺とした場合,

BaytexよりもDiazinonが効果的であり,さきの幼

虫の効果と考えあわせ,発生源対i料こは Diazinonが

最もこのましいものと考える.

.なお,オオチ｡ウバエ成虫とイエバエ成虫の薬剤感

受性を比較する目的でイエバエでの実験を行ない,節

2表の結果を打た.この結凪 オオチョウバェ成虫は

イエバェ成虫にくらべ,薬剤感受性は低く,イエバェ

を駆除する薬剤の撒布基準量では充分な駆除効果が期

待できないことが推定された.

蛇田唄宗による駆除対米を考えた場合の折紙接触法

の結果は邦3表にしめされた如くである.殺虫効力は

0.3%DDVP〉0.2%pyrethrins〉0.5%γ-BHC〉0.2
%Allethrin〉0.5%Diazinonの唄に低下した.残留

唄宗のような蚊用方法では 0.3% DDVP剤が故も速

効性にとむことが明らかになった.

また,実際に薬剤撒布を行なった場合,班効性が要

求され,薬剤処理面への接触時間と効架および薬剤撒

布後の経過日数の異なる残法面の殺虫力を明らかにす

ろ必要があり,実験を行ない第4,5表の如き結果を得

た.

0･2%pyrethrinsの処班面に15分間は触させ.24時

間後の致死率を観察した紐札 100%の致死率が和ら

れた.0･3%DDVPの場合,3分間の接触で100%の

致死率で投も効果的であった.実際にはオオテフウバ

工の壁面への静止時間は長く.いずれの糸剤でも駆除

効果は期待できるものと考えた.

戎効性については殻多発期において,2iWrLuに1回

の薬剤撒布を突如する場合を考えて実験を行なった.

実験の結凪 0･3% DDVP)0.5% DiaZinon)0.5%

Malathion)0･2%pyrethrinsの順に効力の低下する

ことが明らかになった.以上の括弧 DDVPが速効

性ならびに残効性ともに優れた殺虫剤であることがわ

かった.

直接唄題や残留噴霧による成虫駆除を行なう場合,

全般的にみてDDVP,Diazinon,pyrethrinsが効果的

な殺虫剤といえる.人畜に対する安全性や抵抗性の発

達を考慮した場合には pyrethrinsが好ましく.帆疎

効果と経済性を考えた場合には DDVPが適切なる松

虫剤といえる.

Tableau7. LatoxicitgdesinsectictidesvariさssurdesAdultesduMothFly.

Produit Nombre Nombredes
dtudi虐 d'essais insectes ′上g/♀

DDVP

Molathion

Diazinon

Baytex
Slimithion

γ-BHC

All占thrine

Pyrithrines

Phthalthrine

4

4

4

4

4

4
-
4

4

4

42

40 0.0015

40 0.0181

40 0.0208

40 0.0013

40 0.0041

40 0.0208

40 0.0294

40 0.0074

40 0.0091

55

63

62

49

約

62

77

71

糾

0

6

7

0

1

7

0

2

3

1

★ LepoidsducorpsduMothFly(辛)=2.73土0.114mg



防 虫 科 学 第 35 巻-ⅠⅠ

さらに,省力的な駆除法では.DDVP樹脂茶散剤が

その目的を達し得ることが明らかになった. この殺虫

力については第6表の結果でnJJらかな如く.6m3に1

枚の使用員で高い殺虫力が認められた.また.アカイ

エカに対しても効果があり.郡剤感受牡はアカイエカ

)イエバェ)オオチ,ウバエの唄に低下することを931

った.

LD50倍についてみれば郡7淡にHL1.1Rされた如く,

Baytex)DDVP)Sumithion)pyrethrins)Phthalthrin

)Malathion〉DiaZinon)γ-BHC)Allethrinの唄に

殺虫力の低下する仰向にあることがわかった.

LD50他と犬用野望剤の効力噸位とはかならずLも平

行関係にはないが.オオチョウバエ成虫の駆除には

DDVPが奴も適切なる殺虫剤と考えられた.
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Aucoursde1-dtudesurladestruction les

auteurs ontobserv占 que lesinsecticidesde

pyr占throidessonteffectifssil'onlespulv6rise

directement,tandisqueDDVPouDiazinonl'est

auGasdutraitementderesidus;etqueleMoth

FlyestmoinsinfluencequelaMoucheDomestique

parcesinsecticides.

AttraCt8nCyOfSomeMetllylXetonesIsolatedfromCheddarCheeseLopCheeseMites.Takumi

YosHIZAWA,ⅠZuruYAMAMOTO andRyoYAMAMOTO(DepartmentofAgriculturalChemistry,Tokyo

UniversityofAgriculture,Setagaya,Tokyo)ReceivedMarch4,1970.BoLyu･IfogaklL35.43.1970.

6. チェダー ･チーズ中のコナダ=誘引物質 芳沢宅免 Ll休 批 IIJ木 花 (u!右く凸禁火学G7<苧

部員芸化学科.東京都世田谷区)

ケナガコナダニ TyrobhagusL)utrcsccntl'aeに対するチェダー･チーズ巾の三ti誘引田子を分舵し,

heptan-2-one,octan-2-one,nonan-2-oneおよび 81nOnen-2-oneであると閃光し,T=.これらの氾

合物はrm:P.:な誘引性を示したが,qi独では効果はなかった.

8-nonen-2-oneはチーズ成分として新1=に発見したもので,その合成を行ないm辺を櫛放した.

Manykindsoffoodproducts,suchascheese,

drypowderedmilk,powderedgrains,chocolate,

spice,beanpaste,anddryfishareinfestedwith

mite,causlngSerioustosses.Thecheesemite,

TyroL･hagusJ)utrescentl'ac,isoneofthemost

seriouspestsinJapan,andclleddarcheeseis

knowntobeoneoftheattractivehostforit.

This paper reports on the separation and

characterizationofmainattractivesubstances

containedincheddarcheese.

Thefollowingapproacheswerenecessaryto

solvetheattractancyofcheddarcheesetothe

mite,sinceindividualcompoundisolatedfromthe

clleeSedidnotshowanysignificantattractancy.

1) Removalofsubstanceswhich werenot

responsiblefortheattractancyasmuchaspossible.

2) Fractionationofcrudeextractintoseveral

fractionsastheactivitywasstillremainedat

leastinonefraction.

3) Characterizationofallsubstancesinthe

activefraction.

4) Findingtheessentialcombinationofcom･

ponentsforrecoveringtheattractancyofthe

givenLractI'on.

5) Elucidationofthebiologicalrelationship

amongfractionswhichwereindividuallyinactive

orlessactivebutsynergisticallyactivetoother
fractions.

6) Characterizationofallsubstancescontained

inthefractionwhichshowedsynergisticactivity

bymixingwiththeactivefraction.

Experlment81

Ashasbeen reported.asensitivebioassay

methodwasnewlydevisedfortheisolationof

theactiveprinciple.Theapparatususedforthis

methodconsistedoftesttubescontainingsamples

tobetested,andmitesreleasedweretrapped

byolfactoryresponsetothesampleinthetubesl).

Toconcentratetheattractivesubstances,100kg

ofcheddarcheeseagedfor6monthsormore

waslyopl一ilizeduntillalltheactivesubstances
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